
小さな口論から国家間の戦争まで、あらゆる争いは、「わたしの正義」のぶつかり合いによって発生します。
「正義」とは、時代や環境、立場によっていかようにも変化するものであり、唯一の正義、唯一の答えなど、どこにも存在しません。

誕生
共同体感覚 自己中心性

、
一劣等性 (弱さ)

- Social Interest /他者への関 " ' Self Interest/自己への関心 y

い が間の Identity/ 生の根本原理
,

大人を支配 し心に体が追いつかない

子瓜立を恐れ、他者とのつながりを求める (生きがめ)

r. 、 他者を仲間だと見なし 、そこに イ憂声、戉小生の追求
「

自分の居場所がある」 と感じ られること
i. - 自由 と自立を 求める

人間は 、 生きるために分業をする 、

ひとりでは、 他者を信用 しなくては生きていけない 、 論理的でコモンセンスに 一致する答え
われわれはな動き 、 協力力し 、貢献する べきである

仕事のタスク
仕事の関係=分業の関係= 信用の関係 で青信号

運動競技のチーム

能力 機能 >人柄 ・仲の良さ
利己心 (自分の利益 )→利他の貢献) i、分業の根源は利己心

他者や社会と利害で結ばれる
いかなる車載業にも貴賤はない 大切なのは態度
( すべての仕事が 「

共同体のなかで誰かがやらなければならないこと)

共同体感覚 < 自己中心性

仕事によって言忍められるのは
「木幾能」 であって、

あな
」ではない

結果、
競争の渦から抜け出すことができず

、
高次の所属感を得ることができない 、

われわれは
「交友 」の 関係を通じて「人間知」 を学び 共同体感覚を掘り起こしていく 。

信じてほしい 、 深い関係を築きt.li 課題を分離し、 自由 にな

+

⑤ 人々 は わ乱の仲間である という意識
他者貢開犬
論理的な生きる理由

自己犠牲ではなく、 自らの生を

木黄の 関係 と 協力力ノ宗玉里
表現し、価値を実感するため

素直な感謝や尊敬
、
喜び 、 お礼の言葉を伝えること

他者信頼 20社会 と調和して暮せる こと
無条件の信頼
信じられないときにあえて信じる
関係をよくするための

"手段"

@ わなには能力がある 、
という意識

尊荀文 ありのままを認めること

( その人がその人であることに価値を置くこと)

ありのままでいい
、 特別でなくとも居場所はある

平凡なる自分 と 、

「その他大勢」 としての自分 を受け入れる普通であると の 勇気 (竸碧碧品灥聖慈醤でた崔麗籗割
① 自立する こと 自己受容

r 自分 の人生は自分で選 5.si 肯定的なあきらめ ( 60点で良い)[ (自分の理性を使う勇気を持つ) 普通であることを受け入れること
、 自分の価値を自分 で決める 変えられるものを 変えていく勇気を持つこと

、 自己中心性からの脱却

「 存」 と
「無責任」 の地位に置かない

交友の タスク

子ども時代 のライフスタイルを保持している限り 、承言忍谷欠求にも弱めとら れている可能性は消えない 、

与えられる愛の支配から抜け出すには、 自ら愛を持っ以外にない
。

ほんとうの自立 、 ほんとうの幸礻昌のために

て発の タスク
愛 = 幸福なる生をふが)で成し遂げる課題

は
神の愛

= 意志の力によって 、築き上げるもの (人間の愛) 動物の愛

=
「

わたし」 や
「あなた」 よりも上位のもの と して、

「
わt.LT:5」 を掲げる

、人生のすべての選択について
、
その順序を貫くこと

Ef なべての 幸福は対人関係の )TeI 豔煕な鬱鬱急な鬱な感熱𥫣1

1 .

」

.ee
→fi

is

I 、

1 、

教育
行動面の

礐
I

① 自立する こと

P 尊荀文 (𥓙碆裴甕当然価値を置くこと) 20社会 と調和して暮せる こと
この行動 を 支える心理面の 目標| @ わなには能力がある 、

という意識

普通であること の 勇気 粱な着余で鬱鬱𢢫鷲器入れる 人々 は砅の仲間である という意識 |自由 (襲爵嚳晶鰝聖窓讝た
、
崔富で醬き) に

嫌われること に
承認欲求からの脱却
自分の 生き方 を貫くこと 木黄の 関係 と 協力力原玉里 (賞罰 をやめ 、

競争の目 をひとつずつ摘んでいい

t |
自分の性は

、 日々の行は 、
すべて自分で決定するものなが、教えた。 P言果題の分离隹 「存在」 と

「無責任」 の地位に置かない (裴露爨露靄鬱璽懟籗::臀籤爨靏贔璺供していり し

、
竈竈麤:籩鷙:龗𪘂.ir 衢で𧸐籭靁、籯:火!鬱黷:麓霻籭:爨籭鬱鬱)8_ftl.LT

このサイクルを歩み続けることによって人は幸福を享受 できる

Tf
われわれは心を 豊か側に嘴で他者

t.鵤泌鬘:熟篚い韆べ

.

_
が唎が塒i弧_

= 人生に対する態度(生き方を選ぶこと) i、決意であり 、決断であり、
約束である

、

"

新たな人生のスタート

= 能動的に
、
先に愛することは1% 、その技術

瀏、獣躡鬱鬱鸞靁、爨竈灥:鬮鰻籤鬮嚚靈 讁が騑ば酷だ
。煩献球沘灩も鈍

i. 愛 = 自己中心性からの脱却 = 自立 =共同体感覚 =幸福 X自己中心性

「わたしたち 」 は、
やがて共同体全体に、 そして人類全体にまでその範囲 を広げていく

すべて の悩みは 、
対人関係の悩みである

目白勺言侖 (原因論では前 に進めない )

主観がすべて (ライフスタイルがすべて)
過去が 「いま」 を 決めている のではなく 、 あなたのです」が、 過去を決めている

(人間 の可能性を信じる から こそ
、
悲劇 に酔う こと を 否定 して いる)

勇気の問題﨑樹が試しで魑ば嫌いな罐もなで
↳変わる こと = 死

」
の恐怖 を乗り越えられるか

人ノ王の 計司禾口 も グ末つ (一部を みて全体を判断しない 、

「
いつも

」

「
すべて」 NG .

.

.全体を見る/仕事家族友人趣味のすべて に関心を寄せる )

「

いま 、
ここ」 を 生きる

臆病は伝染する
。 そして 勇気も伝染する 。

※家庭の教育 は
「わかりえない」 のだし

「介入しえない 」 のです .
( 関係はあるかも しれないが)

彼らは、他の誰でもない 「 あば 」 に助けを 求めている 。
しかも 、

あなた の目の前で
、

あなたの視界に入るときもその 1日に是頁分丁重力は 「あなた」 に向けられている (選。。。。 家庭ではない別 の
「

世界」 に 、 すなわち教室に 、居場所を求めている
)

人間が未成年の状態にあるのは 、理性が欠けているから ではない 。

他者の指示を仰がない と自分 の理性を使う決意も 勇気も持てないからだ。

つまり人間 は自ら の責任において未成年の状態に とどまって いる ことになる。

教育者 は孤独な存在でなければならない、
(メサイヤ・ コンプレックスに陥ってはいけない )
Ls 他者を救うこと によって 、 自らが救われよう とする

。 自らを一種の救世主に仕立てる ことによって 、 自らの価値を実感しよう とする)(劣等感を払拭できない人が、

しばしばおちいる優越コンプレックスの一形態

t
「

正しさ」 だけ を 過信するのは
、危険

なにより危険なのは、

なにかが善で、
なにかが悪である と 、 中途半立耑 な

「正義
」を掲げる ことです

、

正義に酔いしれた人は 、自分以外の価値感を 認めることができず、 果て には

「

正義 の介入 」 へと踏み出します (課題への介入)
↳ そうした介入の先に 待って いるのは

、
自由 の奪われた 、 画一的な灰白 の社会でしょう

、

怒り とは
、
人 と人を 引き離す感情である

「
迷ったら 、

「より 大きな共同体の声
」
と 導きの星 (他者貢献)

」

に 与えて いかなければなり ません 与えよ、 ( さらば与えられん)

に上げて全体の話をする

uy
自分を棚
のではなく、 全体の 一部である自分が

で 最初の 一歩を 踏み出す
.

. いかにすれば戦争を食い止められるか
.

↳ まずは自分自身が 争いから解放されなければならない 、

b

目の 前 の人に
、
信頼を 寄せる 国 の前の人 と仲間 になる

。

1
.

私の 一歩で世界は 変わる か ?

↳ 変わるかも しれないし 、 変わら ないかもしれない
、
結果が どうなるかなど、

今考える ことと

われわれにとっては 、 なんでもない 日々が言式練であり
、

「

いま 、
ここ」 の 日常 に 、

大きな決断を 求められて いる 、

「存在」
の レベルし てい み) る ( 行為 (生産性)」 の レベルなんかで人の価値は決まらない )

自分は すべて を知っている or 知ることや 考える ことの歩み を 止めて しまっ 者がいると したら
、

その人は袖 や信仰の有無にかかわらず、

「

宗教 」
に 足を 踏み入れている 。

われわれは 、
その対象について 「知っている 」 と思った瞬間 、

それ以上を求めようと しなくなる 。

わたしはいつまでも 自分 を考え 、
他者を考え 、 世界を考え続ける。

ゆえに 、 わたしは 永遠に
「
知らない」 のだ 。

無知 の知

それゆえ 。
私は誰にも教えを 授けることは しない 。

共に考え
、
芝に 歩いていく

。

心

目指すは共同体感覚( Social Interest)/ 自己中心性から脱却せよ

アドラーノに玉里学 も 1に王里学 堅苦しい学問 ではなく
、 人間理解の真理までは到達点 ( 1000年後には コモンセンスとなるか )

= 哲学 (人間にとって の幸福 と
、 その潜在能力 について考えを めぐらした)

※ 原則原理は
「

なにが与えられているか ではなく 与えられた ものを どう使うか」

v 劣等コンプレックス = 見かけの因果律 = 言い訳

努力 .de/劣等感を 長く持ち続けられる人は いない

Atiか513できない = Aでなければ 13できる に 可能性に生きる)

t
優越コンプレックス = 自慢 ex )権威づけ 。 不幸自慢

(われわれはみな 、
なにかしらの目的 に沿って 生きている )

i. 間早道は世界がどうであるか ではなく 、 自分が どう であるか

(いかなる経験もそれ自体では成功 の原因でも失敗の原因でもない )

「

世界はシンプルで あり 、
人生もまた 同じである」 but

「

シンプルであり 糸売けることはむずかしい 」

↳ 「

いま
、
ここ

」 を 真剣 に生きる
。
課題の分離をし、 自らの課題に取り組む ( なんでもない日々が言式糸東となる)

人は 変われる
。
すべては

rs いろいろ不シ茜はあったとしても 、

「
このままの私」 でいる方が楽であり 、 安心

(変わることの不安 > 変わらないことの不満)

真実刂 に (すべて の出会いにおいて、
ただひたすら 「最良の別れ」 に 向け 不断の 努力をする )

同じではないけれど 対等
人は誰も違っている

。
その違いを善悪や イ憂劣 と絡めてはいけない

、

どんな壷

ルールは民主的な手続きによってつくられたものでなければならない

叱ってはいけない理由
。 知らなかっI -> 教えるのに叱責 X

(裁判官の立場を放棄せよ)

鑿鬮籤籩籩鬱鬱翺闐赳
感じられない 5

、

無能の証明 : 期待するな痰
ほめてはいけない王里由 ge

不自由 で終わりがない

鱺籬籬甕麗訓→ 系従の関係のライフスタイルを

→鼺」動
遥

臆病ゆえ、促してしまう (支配下に置く )

Tf 、 自立されると縦の関係が崩れてしまう

。 責任を取るのが恐い

孝久育者は常に「

自立」を目木票に 「 子どもに必要 とされ い
_
盼の価値の実感

し親は親で幸せになる必要あり

で高げて おいか「よければならない
↳ 存在(愛) & 別の共同体 (家の中にずっと いては ダメ)

アドラー にとっての教育は、 人類を前進させ、 未来を 変える こと、

「

教師は子どもたちの心を形づくっ、
人類の未来は教師の手に委ね られている

」

すべての 人が 教師 と子どもの立場 にあたる
、

(子育て を 通して 人間知 を学ぶ )

世界平和のために

P
・ アドラーは非科学的だったのではなく

、建設的だった

。原則原理は
「

なにが与えられているか ではなく
、
与えられた ものを どう使うか」

。 理想が実現可能かはわからない 。
but 前進することはできる

。 人間個人が成長を続けられるように 、人類もまた成長を続けられるはず

と アドラー は
、
人間を 信じたい

はない
、
(まず自分 ? )

答えとは、
自らの手で導き出すもの

所属感とは、 自ら の手で獲得 していくもの → 人生の タスク に 立ち向い
、 わたしは この人に何を与えられるかを考える

a)好気心

と 全体論 (理性と感情はつながっている ) では忠鼗の?密髕た嚼ら孌箱器 が

、いがあろうとも、 われわれは対等。

まずは、教育を行う者自身が、 誰か他人を利用 したり
、
支配したりせずにすむようでなければ 人を尊敬することはできない 、 自由であってはじめて人を尊敬できる

ほめる ことも 、
叱る ことも

、 目的 は操作
。
上の者 が下 の者 に下す評価

。
( ほめてもらいたい と思う = 彩逆の関係に生きている )

相手の言動 によって本気で腹が立ったら
.

.
.
. .

その人の 隠し持つ 「権力争い」 という 目的 を

i
' 考える

。 (勝つことによって 、 自らの力 を 証明 したい)
i

↳ り アクション を 返さないi できる ことは、 ことのみ (勝って しまう と 次は復讐 の段階へ
. . . )

i 我慢 するのではない
、

怒り という道具 に

i 頼る必要がないよう 、怒り以外の有用な
! コミュニケーション があること を知る

.

i (言葉の力 を 、論理の言葉を信じる)

誤りを 高忍めること 、 言躮罪 の言葉も述べること 、最終国木票は 自己中心性の月党月却 (承認欲求にとらわれていると脳脚できない )
-_- -_- 一時 権力争いから降りる こと

、 これらは いずれも
「

負け」ではない .

i

i (競争や勝ち負けの眼鏡を外して こそ、われわれは自分を正し
、

i 自分 を 変えて いくこと ができる )
i

. . . . . . . . . 人は 、 対人関係のなか で 「
わたしは 正しいのだ」 と

確信した瞬間
、すでに権力争い に 足を 踏み入れている

( あなたが 正しいと思うなら
、 そこで完結すべき )

。
自分には能力がないという

信念に

われわれは常に複数の共同体に属している

より 大きな共同体に出て しまえば、 コップの中の嵐から 開放される

イ衣 資鬱鬱慧景鬱鬱嵓鬱鬱慢離糴最籍?崩れて しまう程度の関係なら、最初から結ばない良い

交友の関係 =信頼の関係 = 尊敬の関係

他者の 目で見て 、
他者の耳で開き 、他者の心で感じること (共感) の技術を学ぶ

i.人 1司矢口 艦籯嵓鱲な鬱! めの知 」

と鬱鬱鬱鬱霽:鑿
、
磐巌:金-.-を学ぶ (くー 字木交で)

信東頁とは、
口虚をついてしまうその人ごと信じること

、
能動的に 、 先に信じる こと 、

i. 信じる勇気が必要 (課題の分離と自己受容から得る)

r.鸜で嘯で鬭䴇藩韜.it 鬱鬱蕞た鬱鬱鬱鬱鼠をき☆

i. 利他的 (与える行為)
共同体感覚 > 自己中心性

人は、

「
この人と 一緒 にいる と 、

とても 自由に振る舞える 」 と思えた とき 、 愛 を実感する ことが できる 。

日

-高の勇気づけとともに 、 人生を選ぶ (理想への選択を し続ける )

紫 =縦の関係

←

を追求すると

につながる

(まずは)

・ 人生 は連続する刹那 (計画的人生など不可能) } エネルゲイア的な人生 rs も一応シス的な人生
・ 人生のほとんどが仮に、途上になって しまう

•
「
いま

、
ここ」 が充実していれば それでいい

(原因論につながる

。
誰かひとりでも横の関係を 築くことができない ↳ 自分 は共同体にとって有益なのだ 他者の課題に土足で踏み込むこと
それは ライフスタイルの大転換 ↳ ありのままを受け入れ、 勇気をもてる 穹 /気しかソナ 横の関係に基づく援助

VS 介入他者を評価する こと

年長者を敬う こと 、 しかし意言戩 の上では対等であること
、 そして主張するべきは堂々と主張する こと

が大切。 ( 責任回避 。 あっれき回避をするために 守従の関係に従属してはいけない) =人生の嘘

rgn
痛み や 悲しみを避けようとする と、

身動きがとれず、 誰 とも 深い関係を築け ない

(裏切るかは相手の課題 ) 、
具体的には関心を寄せる こと = 共同体感覚
a) 他者の目で見て 、他者の耳で聞き、他者の心で感じる (共感) 、 他者の関心事に関心を寄せる

も 無能であること
わざわざ自らの優越性を誇示する必要などない l 他人の人生を 生きる

V

自分には能力が
1151成

に

する ( ないことを認める )

、

(相手の ありのまま を受け入れる こと ) 旉最鼠鞱璺袋翯欝籬鑾灥浮象籬望できるはず
。

fy
さらに そこから、

「
きっと自分も

、
この人と 同じようなやり方で対応する だろう」 と想像できるはず

。

八 ありのままを受け入れ
TSNE 富駕能力 ・成長を信じる ことが

できて はじめて
、 他者を信じる ことができる

誰 かが始めなければならない 。 他の人が協力的でない としても 、 それはあなたに は関係ない 。
わたしの助言は こう だ

。

あないがはじめるべきだ 。 他の人が協力力的であるかどうかなど考える ことなく
。

( )


